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王
充
の
⽛
意
象
⽜
観

凌

玲

要

旨
本
論
の
目
的
は
、⽝
論
衡
⽞
乱
龍
篇
・
遭
虎
篇
・
商
蟲
篇
に
見
え
る
土
龍
、
虎
、
蟲
の
⽛
意
象
⽜
の
特
徴
と
そ
れ
ら
に
付
与
さ
れ
た
意
味
を
解
読

し
た
上
で
、
王
充
の
異
な
る
⽛
意
象
⽜
に
対
す
る
態
度
と
そ
の
原
因
を
分
析
し
、
さ
ら
に
王
充
の
⽛
意
象
⽜
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
は
、
王
充
が
、
乱
龍
篇
で
初
め
て
⽛
意
⽜
と
⽛
象
⽜
を
併
用
し
、⽛
意
象
⽜
に
⽛
禮
貴
意
象
⽜（
禮
は
意
象
を
貴
ぶ
）
と
い
っ
た
定

義
を
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
王
充
は
⽛
意
象
⽜
を
判
断
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
十
分
に
討
論
さ
れ
た
と

は
言
い
難
い
。
本
論
は
そ
の
点
に
着
目
し
、
王
充
は
⽛
意
象
⽜
の
判
断
基
準
と
し
て
⽛
禮
⽜
を
用
い
て
お
り
、
ま
た
⽝
論
衡
⽞
の
主
旨
で
あ
る
⽛
疾

虚
妄
⽜
と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、⽛
禮
⽜
に
こ
だ
わ
る
王
充
は
、
虎
・
蟲
と
い
う
⽛
意
象
⽜
が
持
つ
文
学
表
現
上
の
意
義

を
あ
ま
り
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
同
時
に
確
認
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
王
充
の
独
特
の
⽛
意
象
⽜
観
の
由
来
と
後
世
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
王
充
、⽝
論
衡
⽞、
意
象
、
禮

は
じ
め
に

⽛
意
象
⽜と
い
う
語
は
、中
国
の
文
学
理
論
上
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
、⽝
詩

經
⽞
に
広
く
使
わ
れ
る
文
学
の
表
現
手
法
で
あ
る
⚑
。⽝
中
国
美
学
範
疇
辞
典
⽞

に
よ
る
と
、⽛
意
象
⽜
は
、
近
代
以
前
の
中
国
美
学
の
基
本
な
範
疇
の
一
つ
で
あ

り
、⽛
意
象
⽜
の
⽛
意
⽜
は
審
美
者
の
⽛
心
意
（
心
智
と
情
意
）⽜
で
あ
り
、⽛
象
⽜

は
⽛
形
象
（
形
あ
る
も
の
の
す
が
た
）⽜、
あ
る
い
は
⽛
物
象
（
物
の
す
が
た
）⽜

の
こ
と
で
あ
る
⚒
。
外
界
の
物
象
に
つ
い
て
内
心
で
生
起
す
る
主
観
的
感
覚
と

解
説
す
る
の
が
無
難
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、⽛
意
象
⽜と
い
う
は⽛
象
⽜に⽛
意
⽜

を
寓
し
、
審
美
者
の
主
観
的
な
感
情
や
文
学
的
な
意
味
が
付
与
さ
れ
た
客
観
的
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な
物
象
で
あ
る
。

⽛
意
象
⽜
は
、
文
字
通
り
、⽛
意
⽜
と
⽛
象
⽜
の
二
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、⽛
象
⽜
は
⽛
実
質
上
の
象
⽜
と
⽛
表
現
上
の
象
⽜
の
両
方
を
指
し
て
い
る
。

定
義
中
の
⽛
形
象
⽜
ま
た
は
⽛
物
象
⽜
は
⽛
実
質
上
の
象
⽜、
つ
ま
り
本
体
と
し

て
の
⽛
象
⽜
を
指
し
、⽛
表
現
上
の
象
⽜
は
⽛
実
質
的
な
象
⽜
の
代
替
を
指
す
。

実
は
、⽛
意
象
⽜
と
い
う
概
念
が
最
初
に
登
場
し
た
の
は
、
漢
代
を
代
表
す
る

思
想
家
、
王
充
の
⽝
論
衡
⽞
乱
龍
篇
に
お
い
て
で
あ
る
⚓
。
ま
た
、
王
充
の
⽛
意

象
⽜
に
対
す
る
議
論
は
、
主
に
⽝
論
衡
⽞
乱
龍
篇
・
遭
虎
篇
・
商
蟲
篇
に
集
中

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
乱
龍
篇
と
遭
虎
篇
・
商
蟲
篇
と
を
比
較
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
⽛
意
象
⽜
に
対
す
る
王
充
の
態
度
に
相
違
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
。こ

の
点
に
つ
い
て
、
王
充
が
⽛
意
象
⽜
へ
の
認
識
に
矛
盾
が
生
じ
る
の
は
、

彼
の
思
想
面
に
お
い
て
の
矛
盾
が
拠
り
所
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
⚔
。
確

か
に
⽝
論
衡
⽞
に
お
け
る
王
充
の
思
想
面
に
多
く
の
矛
盾
が
見
受
け
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
王
充
は
反
迷
信
と
標
榜
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
斉
世
篇
、
宣
漢
篇
、

恢
国
篇
、
験
符
篇
で
は
、
様
々
な
瑞
物
・
瑞
兆
を
用
い
て
、
大
漢
王
朝
を
賞
賛

し
た
⚕
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
は
一
理
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
し
か
し
、
王
充
の
こ
の
よ
う
な
思
想
面
上
の
矛
盾
を
⽛
意
象
⽜
へ
の
認
識

に
矛
盾
が
生
じ
る
必
然
的
な
結
果
だ
と
結
論
を
下
す
の
は
あ
ま
り
に
も
早
計
と

思
わ
れ
る
。

本
論
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、⽝
論
衡
⽞
乱
龍
篇
・
遭
虎
篇
・
商

蟲
篇
に
見
え
る
土
龍
、
虎
、
蟲
の
⽛
意
象
⽜
の
特
徴
と
そ
れ
ら
に
付
与
さ
れ
た

意
味
を
解
読
し
た
上
で
、
王
充
の
異
な
る
⽛
意
象
⽜
に
対
す
る
態
度
と
そ
の
原

因
を
分
析
し
、
多
角
的
に
そ
の
⽛
意
象
⽜
観
を
考
察
し
た
い
。

Ⅰ
、
乱
龍
篇
に
お
け
る
⽛
意
象
⽜

ま
ず
、
乱
龍
篇
の
土
龍
を
例
に
し
て
、
土
龍
と
い
う
⽛
意
象
⽜
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。
雨
乞
い
の
⽛
意
⽜
を
伝
達
で
き
る
の
は
⽛
実
質
上
の
象
⽜
の
龍
で

あ
る
、
し
か
し
、
王
充
は
⽛
表
現
上
の
象
⽜
で
あ
る
土
龍
、
つ
ま
り
代
替
も
⽛
実

質
上
の
象
⽜
で
あ
る
龍
と
同
じ
効
果
を
持
つ
と
い
う
。
乱
龍
篇
は
王
充
が
土
龍

を
設
け
て
雨
乞
い
を
す
る
と
い
う
董
仲
舒
の
説
に
対
し
て
、
王
充
が
十
五
条
の

論
証
と
四
条
の
意
義
を
あ
げ
て
弁
護
し
た
篇
で
あ
り
、⽛
実
質
上
の
象
⽜
と
⽛
表

現
上
の
象
⽜
と
同
様
に
、
同
じ
内
容
の
⽛
意
⽜
を
伝
達
す
る
こ
と
を
証
明
す
る

篇
で
も
あ
る
。
篇
名
の
⽛
乱
⽜
は
篇
の
末
尾
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
⽛
終
⽜
の
意

で
あ
る
。
王
充
は
乱
龍
篇
に
よ
っ
て
董
仲
舒
の
土
龍
の
説
⚖

に
結
末
を
つ
け
る

と
い
う
趣
旨
を
示
し
て
い
る
。

王
充
は
、
土
龍
も
雨
乞
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
論
証
す
る
の
に
土
龍

と
い
う
⽛
意
象
⽜
の
合
理
性
を
検
証
し
よ
う
と
し
た
。
十
五
条
の
証
拠
の
う
ち
、

最
初
の
八
条
証
拠
は
、
す
べ
て
儒
生
か
ら
の
質
問
、
つ
ま
り
⽛
夫
易
言
雲
從
龍

者
、
謂
真
龍
也
、
豈
謂
土
哉
。⽜（
夫
れ
易
に
雲
に
従
ふ
と
言
ふ
者
は
、
真
龍
を

謂
ふ
な
り
。
豈
に
土
を
謂
は
ん
や
。）（
乱
龍
篇
）
へ
の
反
駁
で
あ
る
。
続
い
て

乱
龍
篇
に
い
う
。

神
靈
示
人
以
象
、
不
以
實
。
故
寢
臥
夢
悟
見
事
之
象
。
將
吉
、
吉
象
來
、

將
凶
、凶
象
至
。（
中
略
）神
靈
以
象
見
實
、土
龍
何
獨
不
能
以
僞
致
眞
也
。
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神
靈
は
人
に
示
す
に
象
を
以
て
し
、
實
を
以
て
せ
ず
。
故
に
寢
臥
・
夢
悟

に
事
の
象
を
見
る
に
、
將
に
吉
な
ら
ん
と
す
れ
ば
、
吉
象
來
る
も
、
將
に

凶
な
ら
ん
と
す
れ
ば
、
凶
象
至
る
。（
中
略
）
神
靈
は
象
を
以
て
實
を
見し

め

す

に
、
土
龍
何
ぞ
獨
り
僞
を
以
て
眞
を
致
す
能
は
ざ
ら
ん
や
⚗
。

神
靈
は
吉
事
や
凶
事
を
伝
達
す
る
に
は
本
体
を
使
わ
ず
に
、
そ
の
吉
事
や
凶

事
に
応
じ
る
形
象
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
伝
達
で
き
る
。
王
充
は
、
土
龍
と

い
う
⽛
意
象
⽜
を
偽
物
と
い
う
点
で
非
難
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
、

土
龍
で
も
雨
乞
い
の
役
目
を
果
た
す
と
い
う
。
そ
れ
を
前
提
に
し
て
、
第
九
条

か
ら
第
十
五
条
に
お
い
て
証
拠
を
挙
げ
な
が
ら
、⽛
意
象
⽜の
特
徴
を
検
証
し
た
。

以
下
、
王
充
の
検
証
過
程
を
確
認
し
よ
う
。

魯
般
・
墨
子
刻
木
爲
鳶
、
蜚
之
三
日
而
不
集
、
爲
之
巧
也
。
使
作
土
龍
者

若
魯
般
・
墨
子
、
則
亦
將
有
木
鳶
蜚
不
集
之
類
。
夫
蜚
鳶
之
氣
、
雲
雨
之

氣
也
。
氣
而
蜚
木
鳶
、
何
獨
不
能
從
土
龍
。
十
也
。

魯
般
・
墨
子
は
木
を
刻
し
て
鳶
を
爲つ

く

り
、
之
を
蜚と

ば
す
こ
と
三
日
に
し
て

集く
だ

ら
ざ
る
は
、之
を
爲
る
こ
と
巧
な
れ
ば
な
り
。
土
龍
を
作
る
者
を
し
て
、

魯
般
・
墨
子
の
若
か
ら
し
め
ば
、
則
ち
亦
た
將
に
木
鳶
蜚
ん
で
集
ら
ざ
る

の
類
有
ら
ん
と
す
。
夫
れ
蜚
鳶
の
氣
は
、
雲
雨
の
氣
な
り
。
氣
而よ

く
木
鳶

を
蜚
ば
す
に
、
何
ぞ
獨
り
土
龍
に
從
ふ
能
は
ざ
ら
ん
や
。
十
な
り
。

王
充
は
、
木
鳶
が
三
日
も
空
を
飛
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
木
鳶
と

鳶
と
は
⽛
気
⽜
が
類
似
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。⽛
気
⽜
と
は
王
充
の
思
想
に

お
い
て
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
た
と
え
ば
⽝
論
衡
⽞
自
然
篇
に
い
う
。

天
地
合
氣
、
萬
物
自
生
、
猶
夫
婦
合
氣
子
自
生
矣
。

天
地
の
氣
を
合
は
せ
、
萬
物
の
自
ら
生
ず
る
は
、
猶
ほ
夫
婦
の
氣
を
合
は

せ
、
子
の
自
ら
生
ず
る
が
ご
と
し
。

天
地
間
の
⽛
気
⽜
が
交
わ
り
、
宇
宙
間
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
自
然
に
生
ま
れ

る
。
こ
れ
は
夫
婦
の
間
に
子
供
が
自
然
に
生
ま
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
王

充
は
⽛
気
⽜
は
物
質
的
で
あ
り
、⽛
気
⽜
は
萬
物
の
形
成
に
必
要
と
す
る
基
本
で

あ
る
こ
と
を
自
分
の
理
論
の
出
発
点
と
し
て
い
る
。⽛
意
象
⽜
で
あ
る
木
鳶
が

持
つ
⽛
気
⽜
は
い
わ
ゆ
る
木
鳶
の
性
質
で
あ
る
。
木
鳶
は
鳶
と
性
質
上
に
類
似

し
た
か
ら
、
鳶
と
同
様
に
雲
雨
の
⽛
気
⽜
と
呼
び
合
え
る
こ
と
が
で
き
、
空
を

飛
べ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
龍
と
類
似
し
た
⽛
気
⽜
を
持
つ
土
龍

に
よ
る
雨
乞
い
も
成
立
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
例
か
ら
見
れ
ば
⽛
実
質
上
の
象
⽜（
龍
、
鳶
）
と
⽛
表
現
上
の
象
⽜（
土

龍
、
木
鳶
）
は
⽛
気
⽜
が
類
似
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
⽛
意

象
⽜
の
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。
次
に
、
意
象
の
第
二
の
特
徴
に
つ
い
て
確
認
し

た
い
。匈

奴
敬
畏
郅
都
之
威
、
刻
木
象
都
之
狀
、
交
弓
射
之
、
莫
能
一
中
。
不
知
、

都
之
精
神
在
形
象
邪
。
亡
也
⚘

將
匈
奴
敬
鬼
⚙

精
神
在
木
10

也
。
如
都
之

精
神
在
形
象
、
天
龍
之
神
亦
在
土
龍
。
如
匈
奴
精
11
、
在
木
人
、
則
雩
祭
者

之
精
、
亦
在
土
龍
。
十
二
也
。
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匈
奴
は
郅
都
の
威
を
敬
畏
す
。
木
を
刻
し
て
都
の
狀
に
象
り
、
弓
を
交
へ

て
之
を
射
る
に
、
能
く
一
も
中あ

た

る
莫
し
。
知
ら
ず
、
都
の
精
神
の
形
象
に

在
る
か
。
亡そ

も

將そ
も

匈
奴
、
精
神
の
木ぼ

く

人じ
ん

の
在
る
を
敬
畏
す
る
か
。
如
し
都
の

精
神
、
形
象
に
在
ら
ば
、
天
龍
の
神
も
、
亦
た
土
龍
に
在
ら
ん
。
如
し
匈

奴
の
精
、
木
人
に
在
ら
ば
、
則
ち
雩
祭
者
の
精
も
、
亦
た
土
龍
に
在
ら
ん
。

十
二
な
り
。

匈
奴
の
人
は
、
郅
都

し
つ
と

の
威
力
を
恐
れ
て
、
郅
都
の
肖
像
が
彫
ら
れ
た
木
人
を

射
て
も
一
つ
も
当
た
ら
な
か
っ
た
12
。
こ
の
例
は
、
匈
奴
の
人
の
恐
怖
感
情
が

⽛
表
現
上
の
象
⽜（
木
人
）
に
乗
り
移
り
、⽛
表
現
上
の
象
⽜（
木
人
）
が
⽛
実
質

上
の
象
⽜（
郅
都
）
と
同
じ
く
匈
奴
の
人
を
恐
れ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。
木
人
に
宿
る
郅
都
の
精
魂
あ
る
い
は
木
人
に
宿
る
匈
奴
人
の
恐
怖
感
情

は
、
い
ず
れ
も
人
間
か
ら
物
へ
の
感
情
移
入
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
こ
れ

は
⽛
意
象
⽜
の
第
二
の
特
徴
で
あ
り
、⽛
意
象
⽜
の
最
も
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。

王
充
は
こ
の
例
を
通
し
て
、
人
間
の
恐
怖
感
情
が
⽛
表
現
上
の
象
⽜
に
移
り
、

そ
し
て
⽛
実
質
上
の
象
⽜
の
よ
う
に
機
能
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以

上
か
ら
見
る
と
、
王
充
は
土
龍
の
雨
乞
い
の
真
偽
を
論
証
す
る
際
に
、⽛
意
象
⽜

に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
。
王
充
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て

⽛
意
象
⽜
の
四
つ
の
意
義
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、⽛
意
象
⽜
の
第
一

の
意
義
を
見
て
み
よ
う
。

立
春
東
耕
、
爲
土
象
人
、
男
女
各
二
人
、
秉
耒
把
鋤
、
或
立
土
牛
13
、
未
必

能
耕
也
、
順
氣
應
時
、
示
率
下
也
。
今
設
土
龍
、
雖
知
不
能
致
雨
、
亦
當

夏
時
、
以
類
應
變
、
與
立
土
人
・
土
牛
、
同
一
義
也
14
。

立
春
東
耕
し
、
土
象
の
人
を
爲つ

く

り
、
男
女
各
々
二
人
に
、
耒ら

い

を
秉と

り
鋤じ

ょ

を

把と

ら
し
め
、
或
い
は
土
牛
を
立
つ
る
も
、
未
だ
必
ず
し
も
能
く
耕た

が
や

さ
ざ
る

な
り
。
気
に
順
ひ
時
に
應
じ
、
下
を
率
ゐ
る
を
示
す
な
り
。
今
土
龍
を
設

く
る
は
、
雨
を
致
す
能
は
ざ
る
を
知
る
と
雖
も
、
亦
た
夏
時
に
當
り
、
類

を
以
て
變
に
應
ず
れ
ば
、
土
人
、
土
牛
を
立
つ
る
と
、
義
を
同
じ
く
す
。

一
な
り
。

立
春
に
な
る
と
、
東
方
の
郊
外
で
、
土
牛
や
鋤
を
握
る
男
女
の
土
偶
を
作
り
、

畑
に
立
て
、
耕
作
礼
儀
を
行
う
。
こ
こ
で
の
土
牛
や
土
人
は
、
必
ず
し
も
耕
せ

る
も
の
と
は
限
ら
な
い
、
た
だ
春
の
訪
れ
を
暗
示
し
、
農
耕
の
準
備
を
始
め
る

よ
う
導
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
人
間
が
意
図
的
に
作
っ
た
土
人
・
土
牛
で

あ
る
⽛
意
象
⽜
に
⽛
農
耕
を
促
す
⽜
と
い
う
意
味
を
付
与
し
た
行
為
で
あ
る
。

王
充
は
、
土
人
・
土
牛
は
⽛
順
気
應
時
⽜（
気
に
順
ひ
時
に
應
じ
る
）
の
⽛
意
象
⽜

で
あ
れ
ば
、
土
龍
も
⽛
夏
時
⽜
に
適
応
す
る
⽛
意
象
⽜
だ
と
い
う
。
こ
こ
に
挙

げ
ら
れ
た
⽛
意
象
⽜
の
第
一
の
意
義
は
、⽛
禮
⽜
の
規
定
に
よ
っ
て
、
あ
る
決
め

ら
れ
た
時
期
に
あ
る
活
動
を
通
し
て
人
々
を
導
く
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
役
割

を
果
す
の
で
あ
る
。
続
い
て
⽛
意
象
⽜
の
第
二
の
意
義
も
見
て
み
よ
う
。

禮
、
宗
廟
之
主
、
以
木
爲
之
、
長
尺
二
寸
、
以
象
先
祖
。
孝
子
入
廟
、
主

心
事
之
、
雖
知
木
主
非
親
、
亦
當
盡
敬
、
有
所
主
事
。
土
龍
與
木
主
同
、

雖
知
非
眞
、
示
15

當
感
動
、
立
意
於
象
。
二
也
。

禮
に
、
宗
廟
の
主
は
、
木
を
以
て
之
を
爲つ

く

り
、
長
尺
二
寸
、
以
て
先
祖
に
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象
る
。
孝
子
、
廟
に
入
り
、
心
を
主
と
し
て
之
に
事
へ
、
木
主
の
親
に
非

ざ
る
を
知
る
と
雖
も
、
亦
た
當
に
敬
を
盡
し
、
事
を
主
と
す
る
所
有
る
べ

し
。
土
龍
と
木
主
と
同
じ
に
し
て
、
眞
に
非
ざ
る
を
知
る
と
雖
も
、
亦
た

當
に
感
動
し
て
、
意
を
象
に
立
つ
べ
し
。
二
な
り
。

⽛
禮
⽜
の
規
定
に
よ
る
と
、
祖
先
を
祭
祀
す
る
際
に
、
長
さ
二
寸
の
木
で
宗
廟

の
位
牌
を
作
る
。
位
牌
が
先
祖
を
象
徴
し
、
子
孫
は
位
牌
を
祖
先
と
見
な
し
、

敬
虔
に
参
拝
し
た
。
そ
も
そ
も
位
牌
自
体
は
、
金
銭
的
な
価
値
が
な
い
存
在
で

あ
る
が
、
子
孫
に
よ
り
先
祖
の
象
徴
と
い
う
意
味
合
い
を
付
与
し
た
た
め
、
尊

い
存
在
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
例
は
、
華
夏
文
化
の
中
で
典
型
的
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
平
民
の
間
で
行
わ
れ
る
祭
祀
活
動
か
ら
、
国
を
主
体
と
し
て
の
祭
祀

に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
16
、
こ
の
よ
う
な
祭
祀
行
為
に
よ
り
、
礼
教
社
会
が
構
築

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
儒
家
を
核
と
す
る
華
夏
文
化

の
概
括
で
あ
ろ
う
。
位
牌
と
い
う
⽛
意
象
⽜
が
表
す
第
二
の
意
義
は
、⽛
禮
⽜
の

儀
式
に
よ
り
華
夏
文
化
の
継
承
で
あ
る
。
次
に
⽛
意
象
⽜
の
第
三
の
意
義
を
確

か
め
よ
う
。

塗
車
・
芻
靈
17
、
聖
人
知
其
無
用
、
示
象
生
存
、
不
敢
無
也
。
夫
設
土
龍
、

知
其
不
能
動
雨
也
、
示
若
塗
車
・
芻
靈
而
有
致
。
三
也
。

塗と

車し
ゃ

・
芻す

う

靈れ
い

は
、
聖
人
、
其
の
用
無
き
を
知
る
も
、
生
存
に
象
る
を
示
せ

ば
、
敢
へ
て
無
く
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
夫
れ
土
龍
を
設
く
る
は
、
其
の

雨
を
動
か
す
能
は
ざ
る
を
知
り
て
、
塗
車
・
芻
靈
の
致
す
有
る
が
若
き
を

示
す
。
三
な
り
。

塗
車
・
芻
靈
は
葬
儀
の
時
に
陪
葬
の
た
め
に
作
ら
れ
た
模
造
品
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
模
造
品
自
体
は
価
値
の
な
い
も
の
だ
が
、
生
身
の
人
間
の
代
わ
り
に
陪

葬
に
使
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
言
及
し
た
⽛
聖
人
知
其
無
用
、

示
象
生
存
、
不
敢
無
也
。⽜（
聖
人
其
の
用
無
き
知
る
も
、
生
存
に
象
る
を
示
せ

ば
、
敢
へ
て
無
く
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
）
は
、
お
そ
ら
く
孔
子
の
芻
霊
に
対
す

る
評
価
で
あ
る
。⽝
礼
記
⽞18
檀
弓
下
に
い
う
。

塗
車
芻
靈
、
自
古
有
之
、
明
器
之
道
也
。
孔
子
謂
爲
芻
靈
者
善
。
謂
爲
俑

者
不
仁
、
不
殆
於
用
人
乎
哉
。

塗
車
・
芻
靈
は
、
古
よ
り
之
れ
有
り
、
明
器
の
道
な
り
。
孔
子
謂
ふ
、
芻

靈
を
爲つ

く

る
者
は
善
し
と
。
俑
を
爲
る
者
を
仁
な
ら
ず
、
人
を
用
ふ
る
に
殆

か
ら
ず
や
と
謂
ふ
。

孔
子
は
芻
霊
を
作
っ
た
人
が
善
良
で
あ
る
と
評
価
し
、
そ
の
行
動
を
称
賛
す

る
態
度
を
示
し
た
。⽛
不
敢
無
也
⽜（
敢
へ
て
無
く
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
）
と
は
、

塗
車
・
芻
靈
と
い
う
⽛
意
象
⽜
に
含
ま
れ
た
人
間
の
善
良
と
社
会
の
文
明
は
心

に
刻
む
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。⽝
礼
記
⽞
に
も
示
し
た
通
り
、
芻
霊
は
長
い
年

月
を
経
て
、
生
身
の
人
の
代
わ
り
に
陪
葬
に
使
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、

⽛
意
象
⽜
の
第
三
の
意
義
は
、⽛
禮
⽜
の
教
化
作
用
で
あ
る
。
最
後
に
、⽛
意
象
⽜

の
第
四
の
意
義
を
確
認
し
た
い
。

天
子
射
熊
、
諸
侯
射
麋
、
卿
大
夫
射
虎
豹
、
士
射
鹿
豕
、
示
服
猛
也
19
。
名

布
爲
侯
、
示
射
無
道
諸
侯
也
。
夫
畫
布
爲
熊
麋
之
象
、
名
布
爲
侯
、
禮
貴
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意
象
、
示
義
取
名
也
。
土
龍
亦
夫
熊
麋
布
侯
之
類
。
四
也
。

天
子
は
熊
を
射
、
諸
侯
は
麋
を
射
、
卿
大
夫
は
虎
豹
を
射
、
士
は
鹿
豕
を

射
る
は
、
猛
を
服
す
る
を
示
す
な
り
。
布
を
名
づ
け
て
侯
と
爲い

ふ
は
、
道

無
き
の
諸
侯
を
射
る
を
示
す
な
り
。
夫
れ
布
に
畫
き
て
熊
麋
の
象
を
爲

し
、
布
を
名
づ
け
て
侯
と
爲い

ふ
は
、
禮
は
意
象
を
貴
べ
ば
、
義
を
示
し
て

名
を
取
る
な
り
。
土
龍
も
亦
た
夫
の
熊
麋
布
侯
の
類
。
四
な
り
。

こ
こ
で
、
諸
侯
と
名
づ
け
た
布
を
射
撃
す
る
こ
と
で
諸
侯
を
威
嚇
し
て
君
主

と
臣
下
の
あ
る
べ
き
⽛
道
⽜、
つ
ま
り
君
臣
の
秩
序
を
守
る
目
的
が
達
成
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
⽛
禮
⽜
が
具
現
化
さ
れ
た
。⽛
意
象
⽜
の
第
四
の
意
義
は
具
体
的
な

行
動
を
通
し
て
⽛
禮
⽜
を
世
間
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
王
充
は
⽛
禮
貴
意
象
⽜

（
禮
は
意
象
を
貴
ぶ
）
と
述
べ
、⽛
意
象
⽜
が
⽛
禮
⽜
を
体
現
す
る
存
在
だ
と
い

う
。

Ⅱ
、
遭
虎
篇
と
商
蟲
篇
に
お
け
る
⽛
意
象
⽜

⽛
遭
虎
⽜
は
虎
が
も
た
ら
し
た
危
害
に
遭
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
遭
虎
篇

の
冒
頭
に
、
功
曹
が
悪
事
を
行
い
、
役
人
か
ら
金
銭
を
奪
い
取
る
か
ら
、
虎
が

人
を
食
い
殺
す
と
い
う
變
復
の
家
の
説
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
王
充

は
こ
の
よ
う
な
因
果
関
係
を
認
め
ず
、⽛
虎
⽜
と
い
う
⽛
表
現
上
の
象
⽜
を
以
て
、

功
曹
と
い
う
⽛
実
質
上
の
象
⽜
を
象
徴
し
、
ま
た
虎
が
人
を
食
い
殺
す
こ
と
を

功
曹
が
悪
事
を
行
う
と
い
う
⽛
意
⽜
に
象
る
の
は
宜
し
く
な
い
と
い
う
。
次
に
、

虎
と
い
う
⽛
表
現
上
の
象
⽜
と
官
吏
と
い
う
⽛
実
質
上
の
象
⽜
の
間
に
対
応
関

係
が
成
立
で
き
な
い
例
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
遭
虎
篇
に
い
う
。

且
虎
所
食
、
非
獨
人
也
、
含
血
之
禽
、
有
形
之
獸
、
虎
皆
食
之
。
人
謂
應

功
曹
之
姦
20
、
食
他
禽
獸
、
應
何
官
吏
。

且
つ
虎
の
食
ふ
所
は
、
獨
り
人
の
み
に
非
ざ
る
な
り
。
含
血
の
禽
、
形
有

の
獸
、
虎
は
皆
之
を
食
ふ
。
人
を
食
ふ
を
功
曹
の
姦
に
應
ず
と
謂
へ
ば
、

他
の
禽
獸
を
食
ふ
は
、
何
の
官
吏
に
應
ず
る
か
。

虎
の
捕
食
す
る
対
象
は
、
人
に
限
ら
ず
、
他
の
野
獣
も
虎
の
捕
食
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
王
充
は
、
変
復
の
家
に
、
虎
に
捕
食
さ
れ
た
他
の
野
獣

は
ど
の
よ
う
な
官
吏
を
象
徴
し
て
い
る
か
、と
質
問
を
投
げ
か
け
た
。
つ
ま
り
、

虎
と
い
う
⽛
表
現
上
の
象
⽜
は
、⽛
実
質
上
の
象
⽜
で
あ
る
官
吏
を
象
徴
す
る
唯

一
の
選
択
で
は
な
い
た
め
に
、
虎
が
人
を
捕
食
す
る
こ
と
を
用
い
て
功
曹
の
姦

と
い
う
⽛
意
⽜
を
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
か
ら
、⽛
意
象
⽜
の
第
三
の
特

徴
は
⽛
表
現
上
の
象
⽜
と
⽛
実
質
上
の
象
⽜
が
一
対
一
の
対
応
関
係
が
あ
る
こ

と
も
推
測
で
き
よ
う
。
ま
た
、
商
蟲
篇
に
も
、
次
の
よ
う
に
、⽛
意
象
⽜
の
第
三

の
特
徴
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

夫
頭
赤
則
謂
武
吏
、
頭
黑
則
謂
文
吏
所
致
也
、
時
或
頭
赤
身
白
、
頭
黑
身

黃
、
或
頭
身
皆
黃
、
或
頭
身
皆
青
、
或
皆
白
若
魚
肉
之
蟲
、
應
何
官
吏
。

夫
れ
頭
赤
な
れ
ば
則
ち
武
吏
と
謂
ひ
、
頭
黑
な
れ
ば
則
ち
文
吏
の
致
す
所

と
謂
ふ
な
り
。
時
に
或
い
は
頭
赤
身
白
、
頭
黑
身
黃
、
或
い
は
頭
身
皆
黃
、

或
い
は
頭
身
皆
青
、
或
い
は
皆
白
な
る
こ
と
、
魚
肉
の
若
き
の
蟲
は
、
何
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の
官
吏
に
應
ず
る
か
。

こ
こ
で
は
頭
が
赤
色
の
蟲
と
い
う
⽛
表
現
上
の
象
⽜
が
⽛
実
質
上
の
象
⽜
で

あ
る
武
吏
を
象
徴
し
、
頭
が
黒
色
の
蟲
の
⽛
表
現
上
の
象
⽜
は
⽛
実
質
上
の
象
⽜

で
あ
る
文
吏
を
象
徴
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
王
充
は
⽛
頭
赤
則
謂
武
吏
、

頭
黑
則
謂
文
吏
所
致
也
⽜（
頭
赤
な
れ
ば
則
ち
武
吏
と
謂
ひ
、
頭
黑
な
れ
ば
則
ち

文
吏
の
致
す
所
と
謂
ふ
な
り
）
と
い
う
⽛
意
象
⽜
に
つ
い
て
、⽛
頭
は
赤
で
身
が

白
⽜、⽛
頭
が
黒
で
身
が
黄
⽜、⽛
頭
も
身
も
皆
黄
⽜、⽛
頭
も
身
も
皆
青
⽜、⽛
魚
肉

の
よ
う
な
白
⽜
の
蟲
は
、
一
体
何
の
官
吏
を
象
徴
す
べ
き
か
と
疑
問
を
呈
し
た
。

こ
こ
か
ら
蟲
と
い
う
⽛
表
現
上
の
象
⽜
は
官
吏
と
い
う
⽛
実
質
上
の
象
⽜
と
の

間
に
不
統
一
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
次
の
例
で
も
、
蟲

の
⽛
意
象
⽜
に
お
け
る
⽛
表
現
上
の
象
⽜
と
⽛
実
質
上
の
象
⽜
の
不
統
一
性
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
商
蟲
篇
に
い
う
。

陸
田
之
中
時
有
鼠
、
水
田
之
中
時
有
魚
、
蝦
蟹
之
類
、
皆
爲
穀
害
。
或
時

希
出
而
暫
爲
害
、
或
常
有
而
爲
災
、
等
類
眾
多
、
應
何
官
吏
。

陸
田
の
中
、
時
に
鼠
有
り
、
水
田
の
中
、
時
に
魚
有
り
て
、
蝦
蟹
の
類
は
、

皆
穀
害
を
爲
す
。
或
い
は
時
に
出
づ
る
こ
と
希
に
し
て
暫
く
害
を
爲
し
、

或
い
は
常
に
有
り
て
災
を
爲
す
。
等
類
眾
多
、
何
の
官
吏
に
應
ず
る
か
。

王
充
は
、
蟲
の
み
な
ら
ず
、
鼠
、
蝦え

び

、
蟹
な
ど
の
生
物
が
異
常
に
増
殖
す
れ

ば
災
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
と
指
摘
し
た
。⽛
穀
害
⽜
と
は
⽛
意
⽜
で

あ
る
が
、
し
か
し
、⽛
穀
害
⽜
と
い
う
⽛
意
⽜
を
伝
え
る
⽛
表
現
上
の
象
⽜
は
、

蟲
の
他
に
、
鼠
、
蝦
、
蟹
も
⽛
表
現
上
の
象
⽜
の
役
目
を
果
す
。
そ
こ
で
、
蟲
、

鼠
、
蝦
、
蟹
と
い
う
⽛
表
現
上
の
象
⽜
が
対
応
す
る
⽛
実
質
上
の
象
⽜
は
何
か

と
い
う
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、⽛
表
現
上
の
象
⽜
と
⽛
実
質
上
の

象
⽜
に
統
一
性
が
欠
け
た
場
合
は
、⽛
意
⽜
の
伝
達
に
も
影
響
が
生
じ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、次
の
例
で
確
認
し
て
み
よ
う
。
商
蟲
篇
に
い
う
。

蝗
時
至
蔽
天
如
雨
、
集
地
食
物
、
不
擇
穀
草
。
察
其
頭
身
、
象
類
何
吏
。

變
復
之
家
、
謂
蝗
何
應
。

蝗こ
う

は
時
に
天
を
蔽
ふ
こ
と
雨
の
如
く
、
地
に
集
ま
り
て
物
を
食
ひ
、
穀
草

を
擇
ば
ざ
る
に
至
る
。
其
の
頭
身
を
察
す
る
に
、何
の
吏
に
象
類
す
る
か
。

變
復
の
家
は
、
蝗
を
何
に
應
ず
る
と
謂
ふ
か
。

蝗
は
季
節
に
よ
る
と
、
雨
の
よ
う
に
空
を
蔽
い
、
地
面
に
集
ま
り
、
穀
物
も

草
も
食
い
尽
す
。
そ
の
蝗
の
頭
部
と
体
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
ど
ん
な
官
吏
に

擬
え
似
る
と
い
え
る
か
。
ま
た
、
蝗
の
大
量
発
生
は
何
に
呼
応
し
て
い
る
か
。

こ
の
例
に
お
い
て
、⽛
表
現
上
の
象
⽜
で
あ
る
蝗
と
そ
れ
に
対
応
す
る
⽛
実
質
上

の
象
⽜
と
は
一
対
一
の
対
応
関
係
を
構
成
し
て
お
ら
ず
、⽛
表
現
上
の
象
⽜
が
表

す
⽛
意
⽜
が
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
蟲
の
⽛
意
象
⽜
に
対
す
る
分
析
か
ら
、

⽛
表
現
上
の
象
⽜
と
⽛
実
質
上
の
象
⽜
の
組
み
合
わ
せ
が
固
定
さ
れ
て
い
な
い
限

り
、
そ
れ
が
表
す
⽛
意
⽜
が
不
明
確
に
な
り
、⽛
表
現
上
の
象
⽜
と
⽛
実
質
上
の

象
⽜
は
統
一
性
が
な
く
な
り
、
当
然
⽛
意
象
⽜
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
土
龍
、
虎
、
蟲
そ
れ
ぞ
れ
の
⽛
意
象
⽜
に
対
す
る
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分
析
を
踏
ま
え
る
と
、⽛
意
象
⽜
に
お
け
る
基
本
的
な
特
徴
は
、⽛
表
現
上
の
象
⽜

が
⽛
実
質
上
の
象
⽜
と
性
質
（
気
）
上
の
一
定
的
な
類
似
性
が
必
要
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
も
⽛
表
現
上
の
象
⽜
が
人
の
⽛
実
質
上
の
象
⽜
に
対
す
る
感
情

が
移
り
、⽛
表
現
上
の
象
⽜
を
借
り
て
⽛
実
質
上
の
象
⽜
に
対
す
る
⽛
意
⽜
を
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
で
あ
る
。
ま
た
、⽛
意
象
⽜
の
第
一
の
特
徴
と
第
二

の
特
徴
は
、
第
三
の
特
徴
を
決
定
し
、
そ
れ
は
⽛
表
現
上
の
象
⽜
と
⽛
実
質
上

の
象
⽜
が
一
対
一
の
対
応
関
係
を
持
ち
、
特
定
の
⽛
表
現
上
の
象
⽜
は
特
定
の

⽛
実
質
上
の
象
⽜
と
対
応
し
合
い
、
特
定
の
⽛
意
⽜
を
表
現
す
る
と
い
え
る
の
で

あ
る
。

Ⅲ
、⽛
意
象
⽜
の
判
断
基
準

乱
龍
篇
、
遭
虎
篇
、
商
蟲
篇
に
お
け
る
⽛
意
象
⽜
の
分
析
に
よ
り
、⽛
意
象
⽜

を
構
成
す
る
三
要
素
、
す
な
わ
ち
⽛
意
⽜・⽛
実
質
上
の
象
⽜・⽛
表
現
上
の
象
⽜

の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
ま
と
め
る
と
、
図
表
の
よ
う
に
な
る
。

図
表
に
よ
る
と
、
乱
龍
篇
に
取
り
上
げ
た
⽛
意
象
⽜
の
⽛
実
質
上
の
象
⽜
に

対
応
す
る
⽛
表
現
上
の
象
⽜
は
す
べ
て
単
一
で
あ
る
。
つ
ま
り
⽛
実
質
上
の
象
⽜

と
⽛
表
現
上
の
象
⽜
は
一
対
一
の
対
応
関
係
を
示
し
、
表
す
⽛
意
⽜
も
固
定
さ

れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、⽛
意
象
⽜
に
お
け
る
⽛
意
⽜
と
⽛
象
⽜
の
間
に
統
一

性
が
保
た
れ
て
い
る
。
一
方
、
批
判
対
象
と
さ
れ
る
虎
と
蟲
の
⽛
意
象
⽜
の
⽛
実

質
上
の
象
⽜
は
対
応
す
る
⽛
表
現
上
の
象
⽜
が
複
数
（
括
弧
内
に
示
す
）
あ
る

た
め
、⽛
実
質
上
の
象
⽜
と
⽛
表
現
上
の
象
⽜
は
一
対
多
数
の
対
応
関
係
に
な
り
、

虎
と
蟲
と
い
う
⽛
意
象
⽜
の
⽛
意
⽜
と
⽛
象
⽜
の
間
に
非
統
一
性
が
生
じ
て
い

る
。
ま
た
、
王
充
は
、⽛
象
⽜
と
⽛
意
⽜
の
間
の
統
一
性
に
影
響
を
与
え
る
の
は
、

そ
の
⽛
象
⽜
が
表
す
⽛
意
⽜
が
⽛
禮
⽜
と
関
連
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
と
い

う
。こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
王
充
は
⽛
禮
貴
意
象
⽜（
禮
は
意
象
を
貴
ぶ
）
と
述
べ
、

⽛
意
象
⽜
が
⽛
禮
⽜
を
体
現
す
る
存
在
だ
と
い
う
。
雨
乞
い
す
る
の
に
土
龍
を
立

た
せ
、
春
耕
す
る
の
に
土
牛
・
土
人
を
立
た
せ
、
祖
先
を
祭
祀
す
る
の
に
位
牌

を
立
た
せ
、
副
葬
す
る
の
に
塗
車
・
芻
靈
を
作
ら
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、

全
て
⽛
禮
⽜
の
名
義
に
よ
り
行
わ
れ
た
行
事
で
あ
る
。
諸
侯
と
名
づ
け
た
布
を

射
撃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、⽛
道
⽜
無
き
の
諸
侯
を
射
殺
す
る
を
暗
示
す
る
と
い

う
こ
と
も
ま
た
⽛
禮
⽜
を
重
要
視
と
す
る
君
臣
父
子
の
别
21

が
具
現
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
⽛
意
象
⽜
は
、
例
外
な
く
⽛
禮
⽜
に
基
づ
く
も
の
で
あ

― 24 ―

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
院

研
究
論
集

第
二
十
三
号

― 25 ―

象

意

⽛
表
現
上
の
象
⽜
と
⽛
実
質
上
の
象
⽜
と
の

対
応
関
係

⽛
意
⽜
と
⽛
表
現
上
の
象
⽜
の
統
一
性
⽛
意
⽜
と
⽛
禮
⽜
の
関
連
性

表
現
上
の
象

実
質
上
の
象

乱
龍
篇

土
龍

龍

雨
乞
い

一
対
一

あ
り

あ
り

遭
虎
篇

虎
（
他
禽
兽
な
ど
）

功
曹

功
曹
の
姦

一
対
多
数

な
し

な
し

商
蟲
篇

蟲
、（
頭
黑
身
黃
な
ど
）
官
吏

貪
吏
の
悪

一
対
多
数

な
し

な
し



り
、
特
定
の
⽛
表
現
上
の
象
⽜
を
用
い
て
⽛
実
質
上
の
象
⽜
を
象
徴
し
、⽛
禮
⽜

の
教
義
が
含
ま
れ
た
⽛
意
⽜
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
王
充
は
⽛
意
象
⽜
を
判
断
す
る
の
に
⽛
禮
⽜
を
用
い
た
が
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
明
雩
篇
に
あ
る
一
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。

夫
雩
、
古
而
有
之
、
故
禮
曰
、
雩
祭
22
、
祭
水
旱
也
。
故
23

有
雩
禮
、
故
孔

子
不
譏
、
而
仲
舒
申
之
。
夫
如
是
、
雩
祭
、
禮
也
。
雩
祭
得
禮
、
則
大
水
、

鼓
用
牲
于
社
、
亦
古
禮
也
。
得
禮
無
非
、
當
雩
一
也
。

夫
れ
雩
は
、
古
よ
り
し
て
之
れ
有
り
。
故
に
禮
に
曰
は
く
、
雩
宗
は
、
水

旱
を
祭
る
な
り
。
古
に
雩
禮
有
り
、
故
に
孔
子
譏
ら
ず
し
て
、
仲
舒
、
之

を
申
ぶ
。
夫
れ
是
の
如
く
ん
ば
、
雩
祭
は
祀
禮
な
り
。
雩
祭
、
禮
を
得
れ

ば
、
則
ち
大
水
、
鼓
し
て
牲
を
社
に
用
ふ
る
も
、
亦
た
古
禮
な
り
。
禮
を

得
て
非
な
く
ん
ば
、
當
に
雩
す
べ
き
一
な
り
。

王
充
は
雩
祭
が
古
来
か
ら
あ
る
と
指
摘
し
、⽝
礼
記
⽞
に
も
明
確
に
記
載
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
、
孔
子
は
そ
れ
を
批
判
せ
ず
、
董
仲
舒
も
そ
の

意
味
を
敷
衍
し
雨
乞
い
を
行
っ
た
。
要
す
る
に
、
雩
祭
自
体
は
、
世
間
に
受
け

入
れ
ら
れ
、
そ
し
て
伝
承
し
続
け
る
の
は
⽛
禮
⽜
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
雩
祭
す
る
際
に
欠
か
せ
な
い
土
龍
と
い
う
⽛
意
象
⽜
も

雩
祭
の
媒
体
と
し
て
、
当
然
、⽛
禮
⽜
の
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

⽛
禮
⽜
は
一
つ
の
概
念
で
あ
り
、
人
の
言
動
の
み
を
通
じ
て
表
現
で
き
る
も
の

で
あ
る
た
め
、こ
の
よ
う
に
、土
龍
を
媒
体
と
し
て
行
わ
れ
た
雩
祭
自
体
も⽛
禮
⽜

の
具
現
化
表
現
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
土
龍
と
い
う
⽛
意
象
⽜
は

⽛
禮
⽜
の
縮
図
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、⽛
夫
以
象
類
24

有
十
五
驗
、
以
禮
示
意
有

四
義
⽜（
夫
れ
象
類
を
以
て
説
く
に
十
五
験
有
り
、
禮
を
以
て
意
を
示
す
に
四
義

有
り
。）（
乱
龍
篇
）
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
土
人
、
位
牌
、
塗
車
、
位
牌
な

ど
も
⽛
禮
⽜
の
意
を
表
す
た
め
に
立
て
ら
れ
た
⽛
意
象
⽜
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
⽛
意
象
⽜
の
成
立
の
判
断
基
準
と
し
て
⽛
禮
⽜
を
用
い
ら
れ
た

の
か
、
そ
の
理
由
は
、⽝
論
衡
⽞
の
主
旨
で
あ
る
⽛
疾
虚
妄
⽜（
虚
妄
を
疾
む
）25

と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。⽛
疾
虚
妄
⽜
と
は
迷
信
を
排
除
し
、
人

と
天
と
の
つ
な
が
り
を
断
ち
切
る
こ
と
で
あ
る
。
虎
の
⽛
意
象
⽜
に
つ
い
て
、

王
充
は
⽛
天
道
偶
會
、
虎
適
食
人
、
長
吏
遭
惡
、
故
謂
爲
變
、
應
上
天
矣
。⽜（
天

道
偶た

ま
た

ま
會
し
、
虎
、
適た

ま
た

ま
人
を
食
ひ
、
長
吏
、
惡
に
遭
ふ
、
故
に
變
を
爲
し
、

上
天
に
應
ず
と
謂
ふ
。）（
遭
虎
篇
）
と
評
価
し
、
蟲
の
⽛
意
象
⽜
に
つ
い
て
も

類
似
の
評
価
を
し
た
⽛
天
道
自
然
、
吉
凶
偶
會
、
非
常
之
蟲
適
生
、
貪
吏
遭
署
、

人
察
貪
吏
之
操
、
又
見
災
蟲
之
生
、
則
謂
部
吏
之
所
爲
致
也
。⽜（
天
道
自
然
、

吉
凶
偶
ま
會
し
、
非
常
の
蟲
適
ま
生
じ
、
貪
吏
署
せ
ら
る
。
人
、
貪
吏
の
操
を

察
し
、又
た
災
蟲
の
生
ず
る
見
れ
ば
、則
ち
部
吏
の
爲
し
致
す
所
と
謂
ふ
な
り
。）

（
商
蟲
篇
）

こ
こ
か
ら
、
王
充
は
虎
と
蟲
の
出
現
を
⽛
天
道
偶
會
⽜（
天
道
偶た

ま

々た
ま

會
し
）
あ

る
い
は
⽛
天
道
自
然
⽜
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
長
吏
と
貪
吏
に
結
び
つ

け
る
の
は
⽛
應
上
天
矣
⽜（
上
天
に
應
ず
る
）
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、

こ
の
両
者
は
王
充
が
⽛
疾
⽜
む
⽛
虚
妄
⽜
に
当
た
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
土
龍
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
土
龍
と
い
う
⽛
意

象
⽜
は
教
化
の
役
割
を
持
つ
⽛
禮
⽜
の
象
徴
で
あ
る
た
め
、
無
く
し
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
か
ら
、
王
充
は
⽛
意
象
⽜
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
基

準
と
し
て
⽛
禮
⽜
を
用
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、

乱
龍
篇
は
、
王
充
が
董
仲
舒
の
雨
乞
い
行
動
を
擁
護
し
た
と
い
う
行
為
の
裏
に

⽛
禮
⽜
を
尊
重
す
る
と
い
う
深
い
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

Ⅳ
、
文
学
表
現
上
の
⽛
意
象
⽜

繰
り
返
し
に
な
る
が
、⽝
論
衡
⽞
の
主
旨
を
一
句
で
言
い
尽
く
せ
ば
、⽛
疾
虚

妄
⽜（
虚
妄
を
疾
む
）
で
あ
る
。
確
か
に
、
虎
と
蟲
の
⽛
意
象
⽜
は
変
復
の
家
が

偶
然
に
起
き
た
自
然
現
象
と
人
間
の
出
来
事
を
強
引
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
、

⽛
天
人
相
関
説
⽜26
の
産
物
で
あ
り
、王
充
が
批
判
し
た
存
在
で
あ
る
。
王
充
は
、

虎
と
蟲
の
⽛
意
象
⽜
に
反
論
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
天
罰
と
自
然
物
と
の
間
に

物
理
的
な
つ
な
が
り
を
断
ち
、⽛
虚
妄
を
疾
む
⽜と
い
う
目
的
を
達
成
で
き
た
が
、

⽛
意
象
⽜
が
文
学
的
表
現
手
段
と
し
て
人
の
感
情
を
表
現
で
き
る
こ
と
を
重
要

視
は
し
な
か
っ
た
。
遭
虎
篇
に
い
う
。

孔
子
行
魯
林
中
、
婦
人
哭
甚
哀
。
使
子
貢
問
之
、
何
以
哭
之
哀
也
。
曰
、

去
年
虎
食
吾
夫
、
今
年
食
吾
子
、
是
以
哭
哀
也
。
子
貢
曰
、
若
此
、
何
不

去
也
。
對
曰
、
吾
善
其
政
之
不
苛
、
吏
之
不
暴
也
。
子
貢
還
報
孔
子
。
孔

子
曰
、
弟
子
識
諸
。
苛
政
、
暴
吏
甚
於
虎
也
。

孔
子
、
魯
の
林
中
を
行
く
に
、
婦
人
の
哭
す
る
こ
と
甚
だ
哀
し
。
子
貢
を

し
て
之
を
問
は
し
め
ば
、⽛
何
を
以
て
之
を
哭
す
る
こ
と
哀
し
き
か
⽜。
曰

は
く
、⽛
去
年
は
、
虎
、
吾
が
夫
を
食
ひ
、
今
年
は
吾
が
子
を
食
ふ
、
是
を

以
て
哭
す
る
こ
と
哀
し
き
な
り
⽜。
子
貢
曰
は
く
、⽛
此か

く

の
若
く
ん
ば
、
何

ぞ
去
ら
ざ
る
か
⽜。
對
へ
て
曰
は
く
⽛
吾
、
其
の
政
の
苛
な
ら
ず
、
吏
の
暴

な
ら
ざ
る
を
善
す
る
な
り
⽜。
子
貢
還
り
て
孔
子
に
報
ず
。
孔
子
曰
は
く
、

⽛
弟
子
、
諸こ

れ

を
識
せ
。
苛
政
・
暴
吏
は
虎
よ
り
甚
し
き
な
り
。⽜

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
例
は
、
孔
子
の
い
う
⽛
苛
政
猛
於
虎
⽜27
（
苛
政
は
虎
よ

り
も
猛
な
り
）
に
由
来
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
政
治
に
対
す

る
不
満
と
い
う
⽛
意
⽜
を
虎
の
⽛
象
⽜
を
通
じ
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
確
か
に
、
反
迷
信
の
立
場
か
ら
虎
と
政
治
と
の
間
に
は
何
の
関
係
も

な
い
と
い
う
王
充
の
論
述
に
は
一
定
の
根
拠
が
あ
り
、
虎
の
⽛
意
象
⽜
に
反
対

す
る
こ
と
が
、
世
に
蔓
延
す
る
⽛
虚
妄
⽜
が
横
行
す
る
状
況
を
改
善
す
る
の
に

有
効
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
、
現
世
の
政
治
に
対

す
る
人
々
の
不
満
と
い
う
⽛
意
⽜
を
虎
の
⽛
象
⽜
を
通
じ
て
表
現
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
王
充
が
虎
の
⽛
意
象
⽜
を
否
定
す
る
理
由
は
、
虎
の
⽛
象
⽜

が
表
現
し
た
⽛
意
⽜
は
⽛
禮
⽜
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
ず
、
人
の
行
動
に
指
導

的
な
意
義
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
充
は
⽛
意
象
⽜
が
文
学
的
表
現

手
段
と
し
て
人
の
感
情
を
表
現
で
き
る
こ
と
に
着
目
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
も
ま

た
彼
の
⽛
意
象
⽜
に
対
す
る
認
識
が
⽛
禮
⽜
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
虎
な
ど
の
野
獣
を
政
治
と
結
び
つ
け
る
と
い
う
表
現
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
人
は
虎
が
持
つ
凶
暴
な
天
性
を
活
用
し
て
、
暴
政
の

比
喩
と
し
て
用
い
、
政
治
に
対
す
る
不
満
な
ど
の
感
情
を
表
現
し
た
た
め
で
あ
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る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
同
時
代
の
他
の
文
献
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。⽝
後

漢
書
⽞28
宋
均
伝
に
い
う
。

遷
九
江
太
守
。
郡
多
虎
暴
、
數
爲
民
患
、
常
募
設
檻
阱
而
猶
多
傷
害
。
均

到
、
下
記
屬
縣
曰
、
夫
虎
豹
在
山
、
黿
鼉
在
水
、
各
有
所
託
。
且
江
淮
之

有
猛
獸
、
猶
北
土
之
有
雞
豚
也
。
今
爲
民
患
、
咎
在
殘
吏
、
而
勞
勤
張
捕
、

非
憂
恤
之
本
也
。
其
務
退
姦
貪
、
思
進
忠
善
、
可
一
去
檻
阱
、
除
削
課
制
。

其
後
傳
言
虎
相
與
東
游
度
江
。

九
江
太
守
に
遷
る
。
郡
に
虎
の
暴
多
く
、
數

し
ば
し
ば

々
民
の
患
ひ
を
爲
す
。
常

に
募
り
て
檻か

ん

阱せ
い

を
設
く
る
も
、
而
れ
ど
も
猶
ほ
傷
害
多
し
。
均
到
る
や
、

記
を
屬
縣
に
下
し
て
曰
は
く
、
夫
れ
虎こ

豹ひ
ょ
う

は
山
に
在
り
、
黿
鼉

げ
ん
た

は
水
に
在

り
、
各
々
託
す
る
所
有
り
。
且
つ
江
淮
の
猛
獸
有
る
は
、
猶
ほ
北
土
の
雞け

い

豚と
ん

有
る
が
ご
と
き
な
り
。
今
、
民
の
患
ひ
を
爲
す
こ
と
、
咎と

が

は
殘
吏
に
在

り
。
而
る
に
勞
勤
し
て
張
捕
す
る
は
憂
へ
恤あ

わ

れ
む
の
本
に
非
ざ
る
な
り
。

其
れ
務
め
て
姦
貪
を
退
け
、
忠
善
を
進
め
ん
こ
と
を
思
へ
ば
、
一
に
檻
阱

を
去す

て
て
、
課
制
を
除
き
削
る
べ
し
。
其
の
後
、
傳
へ
て
言
は
く
虎
は
相

ひ
與
に
東
に
游お

よ

い
で
江
を
度わ

た

る
。

郡
に
は
多
く
の
虎
が
い
て
凶
暴
で
あ
り
、
た
び
た
び
民
衆
の
心
配
と
な
っ
て

い
た
。
常
に
虎
を
捕
ら
え
る
落
と
し
穴
を
設
置
す
る
よ
う
に
募
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
な
お
多
く
の
者
が
傷
害
さ
れ
た
。
宋
均
が
九
州
に
赴
任
し
て
き
て
、
彼
の

下
に
属
す
る
県
に
布
告
し
た
。
そ
も
そ
も
虎
や
豹
が
山
に
棲
み
、
黿
鼉
が
水
に

棲
む
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
り
所
が
有
る
か
ら
で
あ
る
。
長
江
や
淮
河
に
猛
獣

が
い
る
の
は
、
華
北
の
土
地
に
雞
や
豚
が
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
今
、
民
に

害
が
及
ぶ
の
は
、
そ
の
責
任
は
残
忍
な
官
吏
に
あ
る
。
ま
た
清
廉
な
政
治
を
行

い
、
虎
退
治
の
罠
は
撤
去
す
る
よ
う
と
命
じ
た
。
す
る
と
、
虎
は
宋
均
に
心
を

打
た
れ
、
長
江
を
渡
っ
て
東
へ
去
っ
て
行
っ
た
と
い
う
。

こ
の
例
に
お
い
て
、
宋
均
は
虎
害
が
頻
発
し
て
い
る
原
因
を
残
忍
な
官
吏
が

実
施
し
た
暴
政
に
あ
る
と
帰
結
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
の
虎
と
い
う
⽛
表
現
上

の
象
⽜
は
官
吏
と
い
う
⽛
実
質
上
の
象
⽜
を
象
徴
し
、
人
が
苛
政
や
重
税
に
耐

え
ら
れ
な
い
⽛
意
⽜
を
表
し
て
い
る
。

虎
が
官
吏
の
悪
を
感
知
し
て
人
を
害
す
る
行
為
を
す
る
の
も
、
虎
が
感
化
さ

れ
て
自
ら
去
る
の
も
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
は
⽛
天
人
相
関
説
⽜
の
産

物
で
あ
る
。
こ
こ
で
虎
と
い
う
⽛
表
現
上
の
象
⽜
が
表
す
⽛
意
⽜
は
⽛
禮
⽜
と

は
全
く
関
係
が
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
虎
の
⽛
意
象
⽜
に
含
ま
れ
る
文
学
上
の

意
味
は
、
虎
の
⽛
表
現
上
の
象
⽜
を
借
り
て
官
吏
の
操
行
を
制
限
し
、⽛
退
姦
貪
⽜

（
姦
貪
を
退
く
）・⽛
進
忠
善
⽜（
忠
善
を
進
む
）・⽛
除
削
課
制
⽜（
課
制
を
除
き
削

る
）
と
い
う
措
置
を
講
じ
、
民
を
慰
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、⽝
後
漢
書
⽞29
蔡

邕
伝
に
い
う
。

政
有
苛
暴
、
則
虎
狼
食
人
。

政
に
苛
暴
有
れ
ば
、
則
ち
虎
狼
は
人
を
食
ら
ふ
。

悪
政
が
行
わ
れ
れ
ば
、
虎
狼
も
人
を
食
べ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、

虎
患
の
有
無
が
政
治
の
和
平
を
は
か
る
重
要
な
指
標
と
見
做
す
こ
と
が
珍
し
く

な
い
こ
と
で
あ
る
30
。
こ
れ
ら
の
⽛
意
象
⽜
は
、
虎
や
豹
猛
獣
な
ど
凶
暴
な
動
物
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の
⽛
象
⽜
を
通
じ
て
苛
政
・
残
吏
を
象
徴
し
、
民
の
不
満
の
⽛
意
⽜
を
表
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、⽛
禮
⽜
の
範
囲
か
ら
逸
脱
し
た
例
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
例
は
商
蟲
篇
に
も
見
え
る
。

詩
云
、
營
營
青
蠅
、
止
于
藩
。
愷
悌
君
子
、
無
信
讒
言
。
讒
言
傷
善
、
青

蠅
污
白
、
同
一
禍
敗
、
詩
以
爲
興
。

詩
に
云
ふ
、
營え

い

營え
い

た
る
青せ

い

蠅よ
う

、
藩
に
止
ま
る
。
愷が

い

悌て
い

の
君
子
は
、
讒ざ

ん

言げ
ん

を

信
ず
る
無
か
れ
。
讒
言
は
善
を
傷
つ
け
、
青
蠅
は
白
を
汚け

が

し
、
禍か

敗は
い

を
同

一
に
し
、
詩
以
て
興
と
爲
す
。

王
充
は
、⽛
豈
弟
31

君
子
、
無
信
讒
言
⽜（
飛
び
回
る
青
蠅
は
、
垣
根
の
先
に
止

ま
る
。
君
子
は
讒
言
を
信
用
な
さ
ら
な
い
よ
う
）32
と
い
う
一
文
を
引
き
、
讒

言
は
青
蠅
と
同
じ
、
事
実
を
汚
し
、
善
意
を
損
う
こ
と
と
い
う
。
ま
た
、
王
充

は
、⽝
詩
経
⽞
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
⽛
興
⽜
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し

た
⽝
中
國
美
學
範
疇
辭
典
⽞
に
よ
れ
ば
、⽛
興
⽜
と
は
物
事
に
託
し
て
こ
と
ば
を

起
こ
す
こ
と
で
あ
り
、
景
物
を
か
り
て
趣
向
を
表
現
す
る
創
作
方
法
で
あ
る
33
。

⽛
興
⽜
の
定
義
か
ら
見
る
と
、⽛
意
象
⽜
の
特
徴
と
大
体
合
致
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。⽝
詩
経
⽞
で
は
青
蠅
の
⽛
象
⽜
を
借
り
て
君
子
の
前
に
讒
言
を
す
る
小

人
を
風
刺
す
る
⽛
意
⽜
を
表
し
、
生
き
生
き
と
し
た
小
人
の
姿
を
書
き
上
げ
た
。

当
然
、
こ
こ
の
青
蠅
と
い
う
⽛
意
象
⽜
が
伝
え
た
⽛
意
⽜
は
、⽛
禮
⽜
の
意
味

を
含
め
て
お
ら
ず
、
人
に
訴
え
る
よ
う
な
感
情
も
表
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ

一
つ
の
文
学
創
作
作
法
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
虎
と
蟲
の
⽛
意

象
⽜
は
、⽛
意
象
⽜
が
持
つ
文
学
的
、
芸
術
的
意
味
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ

う
。
王
充
は
、⽛
意
象
⽜
が
文
学
の
表
現
手
法
に
属
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

が
、
そ
の
⽛
意
象
⽜
が
持
つ
文
学
表
現
上
の
意
義
を
重
要
視
し
て
い
な
い
傾
向

が
認
め
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
論
は
⽝
論
衡
⽞
の
乱
龍
篇
・
遭
虎
篇
・
商
蟲
篇
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
土
龍
・

虎
・
蟲
と
い
う
三
つ
の
⽛
意
象
⽜
を
解
読
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
王
充
が
土
龍

と
い
う
⽛
意
象
⽜
に
対
し
て
肯
定
的
な
態
度
を
示
す
一
方
で
、
虎
・
蟲
と
い
う

⽛
意
象
⽜
に
対
し
て
は
否
定
的
な
態
度
を
示
す
理
由
と
し
て
⽛
禮
⽜
に
関
係
す
る

か
ど
う
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
王
充
は
⽛
意
象
⽜
の
判
断
基
準
と
し
て

⽛
禮
⽜
を
用
い
て
お
り
、
ま
た
⽝
論
衡
⽞
の
主
旨
で
あ
る
⽛
疾
虚
妄
⽜
と
関
係
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、⽛
禮
⽜
に
こ
だ
わ
る
王
充
は
、
虎
・
蟲

と
い
う⽛
意
象
⽜が
持
つ
文
学
表
現
上
の
意
義
を
あ
ま
り
重
要
視
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
も
同
時
に
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
注
目
に
値
す
る
の
は
、
王
充
は
⽛
意
象
⽜
に
お
け
る
⽛
表
现
上
の
象
⽜

と
⽛
実
質
上
の
象
⽜
と
類
似
す
る
性
質
を
持
つ
と
い
う
⽛
意
象
⽜
の
第
一
の
特

徴
を
導
き
出
す
こ
と
に
あ
た
っ
て
、⽛
気
⽜
と
い
う
自
分
の
世
界
観
を
解
説
す
る

た
め
に
頻
繁
に
使
わ
れ
た
概
念
を
再
び
用
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

⽛
意
象
⽜
に
対
す
る
特
殊
な
認
識
法
は
、
王
充
の
個
人
的
特
色
と
い
う
こ
と
も
で

き
よ
う
。

す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
調
和
し
難
い
矛
盾
点
こ
そ
王
充
の
⽛
意

象
⽜
観
を
探
究
す
る
上
で
重
要
な
点
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
王
充
の
⽛
意
象
⽜
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観
の
由
来
と
後
世
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

（
り
ょ
う

れ
い
・
中
国
文
化
論
研
究
室
)

〈
附
記
〉
本
論
は
、
北
海
道
大
学
中
国
哲
学
会
七
月
例
会
（
二
〇
二
三
年
七
月

二
十
八
日
）
に
お
い
て
、⽛
王
充
の
意
象
観
⽜
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
原
稿
に

加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

注⚑

⽝
詩
経
⽞
に
用
い
ら
れ
る
表
現
技
法
と
し
て
は
、
古
来
⽛
賦
⽜⽛
比
⽜⽛
興
⽜
の
三
種

が
強
調
さ
れ
て
き
た
。（
野
間
文
史
⽝
五
経
入
門
：
中
国
古
典
の
世
界
⽞
研
文
出
版

〈
研
文
選
書
〉、
⚒
⚐
⚑
⚔
）⽛
興
⽜
と
は
物
事
に
意
あ
る
い
は
情
を
託
し
て
、
趣
向

を
表
現
す
る
創
作
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
劉
勰
の
⽝
文
心
雕
龍
⽞
が
⽛
意
象
⽜

と
い
う
言
葉
を
文
学
領
域
に
分
類
し
て
以
来
、⽛
意
象
⽜
は
特
定
の
文
学
表
現
と
な

り
、
中
国
古
典
詩
歌
を
解
説
す
る
の
に
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

代
表
的
な
も
の
は
⽝
詩
経
⽞
で
あ
る
。
た
と
え
ば
章
學
誠
は
⽝
文
史
通
義
校
注
⽞

（
章
學
誠
撰

葉
瑛
校
注

中
華
書
局
⚑
⚙
⚘
⚕
）
に
お
い
て
、
詩
經
の
象
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
⽛
雎
鳩
之
於
好
逑
、
樛
木
之
於
貞
淑
、
甚
而
熊
蛇
之
於
男
女

象
之
通
於
詩
也
。⽜

⚒

成
復
旺
主
編
中
国
人
民
大
學
出
版
社
⽝
中
國
美
學
範
疇
辭
典
⽞
訳
注
第
一
冊

大

東
文
化
大
學
人
文
科
學
研
究
所
中
國
美
學
研
究
班
⚒
⚐
⚐
⚒

P.
⚒
⚒
⚙

⚓

黃
暉
撰
⽝
論
衡
校
釋
⽞（
附
劉
盼
遂
集
解
）
中
華
書
局
⚑
⚙
⚙
⚐

以
下
、
こ
の
テ

キ
ス
ト
を
参
照
。
ま
た
、
胡
雪
岡
は
⽝
意
象
範
疇
的
流
變
⽞（
百
花
洲
文
藝
出
版
社

⚒
⚐
⚑
⚗
P.
⚑
⚓
⚔
）
に
お
い
て
、
王
充
が
初
め
て
⽛
意
象
⽜
を
固
有
名
詞
と
し

て
使
用
し
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
引
用
文
は
筆
者
が
和
訳
・
要
約
し
た

も
の
で
あ
る
。
引
用
文
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
值
得
我
們
重
視
的
是
，
王

充
這
裡
第
一
次
將
⽛
意
⽜
與
⽛
象
⽜
連
綴
成
詞
，
使
之
成
為
完
整
的
概
念
，
在
⽛
意

象
⽜
的
內
在
含
義
上
也
為
我
們
提
供
了
足
資
參
考
的
語
源
學
上
的
依
據
。）

⚔

郭
建
国
は
⽛
王
充
的
思
想
矛
盾
対
文
学
矛
盾
的
影
响
⽜（
遼
寧
師
範
大
學
碩
士
學
位

論
文
、
⚒
⚐
⚑
⚔
）
に
お
い
て
、
王
充
が
⽛
意
象
⽜
へ
の
認
識
に
矛
盾
が
生
じ
る

理
由
に
つ
い
て
、⽛
對
於
意
象
來
說
，
他
是
文
學
的
手
段
。
而
王
充
所
注
重
從
功
用

角
度
去
看
待
。
任
何
事
物
都
具
有
兩
面
性
，
造
成
這
種
矛
盾
也
是
自
然
而
然
的
。

…
正
是
由
於
他
的
思
想
方
面
的
矛
盾
，
他
在
文
學
方
面
也
產
生
了
矛
盾
。
從
文

學
思
想
、
文
學
主
題
，
文
學
表
現
手
法
都
隨
之
產
生
了
矛
盾
。⽜
と
述
べ
て
い
る
。

引
用
文
は
筆
者
が
和
訳
・
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

⚕

漢
王
朝
に
対
す
る
王
充
の
賛
美
は
⽝
論
衡
⽞
に
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
、
須
頌
篇

に
い
う
⽛
宣
漢
之
篇
、
論
漢
已
有
聖
帝
、
治
已
太
平
。
恢
國
之
篇
、
極
論
漢
德
非

常
實
然
。
乃
在
百
代
之
上
。⽜

⚖

董
仲
舒
の
降
雨
に
関
す
る
実
験
の
具
体
的
な
内
容
は
⽝
春
秋
繁
露
⽞
求
雨
篇
に
み

え
る
⽛
以
甲
乙
日
爲
大
蒼
龍
一
、
長
八
丈
、
居
中
央
。
爲
小
龍
七
、
各
長
四
丈
。

於
東
方
。
皆
東
鄉
、
其
間
相
去
八
尺
。⽜

⚗

訓
読
文
は
⽝
新
釈
漢
文
大
系
⽞
論
衡
（
山
田
勝
美
、
明
治
書
院
、
⚑
⚙
⚗
⚙
）
を

参
照
し
た
。

⚘

⽛
亡
也
将
⽜
の
⽛
也
⽜
は
衍
。⽛
亡
⽜
は
疑
問
詞
、
下
句
の
句
首
と
な
す
。（
吳
承
仕
）

⽛
亡
也
将
⽜
を
⽛
亡
将
⽜
に
改
め
た
。

⚙

⽛
敬
鬼
⽜
は
⽛
敬
畏
⽜
に
作
る
べ
し
。（
黃
暉
）⽛
敬
鬼
⽜
を
⽛
敬
畏
⽜
に
改
め
た
。

10

⽛
木
⽜
は
⽛
木
人
⽜
に
作
る
べ
し
。（
黃
暉
）⽛
木
⽜
を
⽛
木
人
⽜
に
改
め
た
。

11

⽛
匈
奴
精
⽜
は
⽛
匈
奴
之
精
⽜
に
作
る
べ
し
。（
劉
盼
遂
）⽛
匈
奴
精
⽜
を
⽛
匈
奴
之

精
⽜
に
改
め
た
。

12

⽝
史
記
⽞
に
は
⽛
匈
奴
至
為
偶
人
象
郅
都
、
令
騎
馳
射
莫
能
中
、
見
憚
如
此
。
匈
奴

患
之
。⽜
と
あ
る
。

13

⽝
礼
記
⽞
月
令
に
は
⽛
命
有
司
大
難
、
旁
磔
、
出
土
牛
、
以
送
寒
氣
。⽜
と
あ
る
。

14

下
文
の
⽛
二
也
⽜⽛
三
也
⽜⽛
四
也
⽜
に
よ
れ
ば
、⽛
同
一
義
也
⽜
は
⽛
同
義
、
一
也
⽜
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に
作
る
べ
し
。（
黃
暉
）⽛
同
一
義
也
⽜
を
⽛
同
義
、
一
也
⽜
に
改
め
た
。

15

上
文
の
⽛
亦
當
盡
敬
⽜
に
よ
れ
ば
、⽛
示
當
感
動
⽜
は
⽛
亦
當
感
動
⽜
に
作
る
べ
し
。

（
黃
暉
）⽛
示
當
感
動
⽜
を
⽛
亦
當
感
動
⽜
に
改
め
た
。

16

た
と
え
ば
⽝
春
秋
左
氏
伝
⽞
成
公
十
三
年
に
い
う
⽛
國
之
大
事
、
在
祀
與
戎
、
祀

有
执
膰
、
戎
有
受
脤
、
神
之
大
节
也
。⽜
国
の
大
事
は
、
祭
祀
行
為
と
軍
事
活
動
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
軍
事
が
国
を
武
装
さ
せ
る
外
的
な
武
器
で
あ
る
な
ら
ば
、
祭
祀

は
国
を
構
築
す
る
内
的
な
精
神
で
あ
る
。
ま
た
⽝
舊
唐
書
⽞
馬
周
傳
に
も
祭
祀
の

重
要
さ
が
説
か
れ
て
い
る
⽛
臣
又
聞
國
之
大
事
、
在
祀
與
戎
。
孔
子
亦
雲
、
吾
不

預
祭
如
不
祭
、
是
聖
人
之
重
祭
祀
也
如
此
。⽜

17

⽝
礼
記
⽞
檀
弓
下
に
は
⽛
塗
車
芻
靈
、
自
古
有
之
、
明
器
之
道
也
。
孔
子
謂
為
芻
靈

者
善
。
謂
為
俑
者
不
仁
、
不
殆
於
用
人
乎
哉
。⽜
と
あ
る
。

18

訓
読
文
は
⽝
新
釈
漢
文
大
系
⽞
禮
記
（
竹
内
照
夫
、
明
治
書
院
、
⚑
⚙
⚗
⚑
）
を

参
照
し
た
。

19

⽝
白
虎
通
德
倫
⽞
鄉
射
に
は
⽛
含
文
嘉
曰
、
天
子
射
熊
。
諸
侯
射
麋
、
大
夫
射
虎
、

豹
、
士
射
鹿
、
豕
。
天
子
所
以
射
熊
何
。
示
服
猛
、
巧
佞
也
。
熊
為
獸
猛
巧
者
、

非
但
當
服
猛
也
。
示
當
服
天
下
巧
佞
之
臣
也
。
諸
侯
射
麋
者
、示
達
遠
迷
惑
人
也
。

麋
之
言
迷
也
。
大
夫
射
虎
豹
何
。
示
服
猛
也
。
士
射
鹿
、
豕
者
。
示
除
害
也
。
各

取
德
所
能
服
也
。⽜
と
あ
る
。

20

⽛
人
謂
應
功
曹
之
姦
⽜
の
⽛
人
⽜
の
上
に
⽛
食
⽜
を
脱
す
。（
孫
人
和
）⽛
人
謂
應
功

曹
之
姦
⽜
を
⽛
食
人
謂
應
功
曹
之
姦
⽜
に
改
め
た
。

21

君
臣
父
子
の
別
と
は
人
に
は
主
従
関
係
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
を
わ
き
ま
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。⽝
論
語
⽞
顔
淵
篇
に
は
⽛
斉
景

公
問
政
於
孔
子
。
孔
子
対
曰
、
君
君
、
臣
臣
、
父
父
、
子
子
。
公
曰
、
善
哉
、
信

如
君
不
君
、
臣
不
臣
、
父
不
父
、
子
不
子
、
雖
有
粟
、
吾
得
而
食
諸
。⽜
と
あ
る
。

22

⽝
礼
記
⽞
祭
法
に
は
⽛
雩
宗
祭
水
旱
也
。⽜
と
あ
る
。

23

⽛
故
⽜
は
⽛
古
⽜
に
作
る
べ
く
、
初
め
て
下
句
と
相
応
ず
。（
劉
盼
遂
）⽛
故
有
雩
禮
⽜

を
⽛
古
有
雩
禮
⽜
に
改
め
た
。

24

⽛
象
類
⽜
の
下
に
⽛
説
⽜
字
を
脱
す
。⽛
以
象
類
説
⽜
は
下
句
の
⽛
以
禮
示
意
⽜
と

対
文
を
な
す
。（
劉
盼
遂
）⽛
以
象
類
⽜
を
⽛
以
象
類
説
⽜
に
改
め
た
。

25

⽝
論
衡
⽞
佚
文
篇
に
は
⽛
論
衡
篇
以
十
數
、
亦
一
言
也
、
曰
疾
虚
妄
。⽜
と
あ
る
。

26

⽛
天
人
相
関
説
⽜
と
は
、
前
漢
の
董
仲
舒
が
唱
え
た
も
の
で
、
天
と
人
と
に
密
接
な

関
係
が
あ
り
、
相
互
に
影
響
を
与
え
あ
っ
て
い
る
と
い
う
説
で
あ
る
。⽛
天
人
感

応
説
⽜
と
も
い
う
。
董
仲
舒
の
⽛
天
人
相
関
説
⽜
に
関
す
る
論
述
が
⽝
漢
書
⽞
董

仲
舒
傳
に
残
さ
れ
て
い
る
⽛
凡
存
心
養
性
之
理
、
窮
神
知
化
之
方
、
天
人
感
應
之

機
、
治
忽
存
亡
之
候
、
莫
不
畢
書
之
。⽜

27

⽝
礼
記
⽞
檀
弓
下
に
は
⽛
孔
子
過
泰
山
側
、
有
婦
人
哭
於
墓
者
而
哀
、
夫
子
式
而
聽

之
。
使
子
路
問
之
曰
、
子
之
哭
也
、
壹
似
重
有
憂
者
。
而
曰
、
然
、
昔
者
吾
舅
死

於
虎
、
吾
夫
又
死
焉
、
今
吾
子
又
死
焉
。
夫
子
曰
、
何
為
不
去
也
。
曰
、
無
苛
政
。

夫
子
曰
、
小
子
識
之
、
苛
政
猛
於
虎
也
。⽜
と
あ
る
。

28

訓
読
文
は
⽝
後
漢
書
⽞（
范
曄
撰
李
賢
注
吉
川
忠
夫
訓
注
、
岩
波
書
店
、
⚒
⚐
⚐

⚔
）
を
参
照
し
た
。

29

同
注
29

30

張
軻
風
は
⽛
虎
與
道
德
政
治
⽜（⽛
文
史
知
識
⽜、
第
12
期
、
⚒
⚐
⚒
⚒
）
に
お
い
て
、

虎
の
形
象
と
政
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
文
は

筆
者
が
和
訳
・
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
引
用
文
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る⽛
作

為
象
徵
符
號
，
虎
的
威
儀
、
勇
猛
、
貪
戾
等
形
象
儘
管
都
進
入
了
人
類
意
識
和
思

想
體
系
之
中
，
形
成
了
社
會
秩
序
中
的
多
重
文
化
意
象
，
但
真
正
整
合
到
天
人
感

應
詮
釋
體
系
之
中
的
，
是
將
虎
與
道
德
政
治
對
應
起
來
的
感
應
邏
輯
，
即
地
方
官

員
施
行
德
政
，
則
能
感
化
猛
虎
，
使
其
自
行
離
境
；
若
官
員
苛
暴
無
度
，
則
虎
狼

出
沒
，
地
方
社
會
秩
序
崩
壞
，
虎
患
之
有
無
似
乎
成
為
衡
量
政
治
清
平
與
否
的
重

要
指
標
。⽜

31

⽝
詩
經
⽞
に
は
、⽛
豈
弟
⽜
と
あ
る
。

32

⽝
詩
經
⽞
青
蠅
⽛
營
營
青
蠅
、
止
于
樊
。
豈
弟
君
子
、
無
信
讒
言
。
營
營
青
蠅
、
止

于
棘
。
讒
人
罔
機
、交
亂
四
國
。
營
營
青
蠅
、止
于
榛
。
讒
人
罔
機
、構
我
二
人
。⽜

33

成
復
旺
主
編
中
国
人
民
大
學
出
版
社
⽝
中
國
美
學
範
疇
辭
典
⽞
訳
注
第
六
冊

大

東
文
化
大
學
人
文
科
學
研
究
所
中
國
美
學
研
究
班
⚒
⚐
⚐
⚒

P.
63
、
P.
67
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